
平成２８年度予算の概要

明日香村の平成２８年度一般会計予算は、３７億６，４００万円で、前年度と比べると３
億６，４００万円、１０．７％増となります。また、一般会計と８特別会計及び水道事業会
計の合計１０会計を合算すると、６３億９８８万円となり前年度と比べると３億９，７７０万
円、６．７％増となっています。平成２８年度予算の主な増加要因は、普通建設事業(防
災倉庫整備事業1.0億円、道路整備事業1.7億円）、他会計繰出金及び補助金（公有地
等住宅開発事業特別会計繰出金1.0億円、国民健康保険特別会計繰出金0.2億円）な
どがあげられます。
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（歳入 3,764,000千円） （歳出 3,764,000千円）
※諸支出金については、基金積立金、特別会計繰出金等

（単位 ：千円） （単位 ：千円） （単位 ：千円）
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区 分 内 容

公共交通運行事業
【総 務 課】

・村民生活の利便性を向上、及び村内の交通空白地域を解消させるため、平成27年10月から実施している赤かめバス、金かめ乗

り合い交通等の実証実験の継続、及び平成２８年１０月からの本格運行の実施
１９,８８０千円

消防防災施設整備事業
【総 務 課】

・旧水道配水場敷地を活用し、非常時に備えるための備蓄物資等を配備するため、新たに防災倉庫を整備（用地費含む）
延べ床面積 300㎡ 敷地面積 2,000㎡ １００，４８０千円

災害対策事業
【総 務 課】

・局地的豪雨などの自然災害が発生する可能性が高まっていることから、地域に見合った防災・減災対策や自助・共助の重要性
に関する意識を高めるため、防災訓練等を実施するとともに、非常時に備え、防災倉庫に備蓄品等を配備

６,６６０千円

防災組織育成事業
【総 務 課】

・自主防災組織の立ち上げ支援及び防災機材の更新補助を行い、住民主体による自主防災組織の運営を支援する ２,４００千円

医療費助成事業
【住 民 課】

・必要とする医療を容易に受けられるように、心身障害者医療費、子ども医療費及びひとり親等医療費等の自己負担分の一部を

助成
３２,４５０千円

臨時福祉給付事業
【住 民 課】 ・消費税の引き上げに際し、低所得者に与える負担増に対する適切な配慮を行うため平成27年度に引き続き給付を行う １３,８８０千円

地域医療連携事業

【健康づくり課】

・「あすか健康プロジェクト健診(AKP48)」を更に充実し、すいみんリズム健診などによる重症化予防の強化を図るとともに、地区懇
談による健康教育により発症予防の推進を図る。奈良県立医科大学等と予防医学に基づいた、重要な健康課題となる可能性の
ある疾患、高血圧・糖尿病・生活習慣病・サルコペニアなどの低減に結びつく健康な村づくりの推進「AKPネクスト」をめざす。

８,０３０千円

防災、医療・福祉・子育て、教育安全で住みたくなるまちづくりの推進

区 分 内 容

整備計画等推進事業

【企画政策課】

・「明日香村特別措置法」に基づく第４次整備計画の推進及び第５次整備計画及び総合戦略展開に向けての検討会議や調整を図

る
３,８９０千円

まちづくり基本計画策定事業

【企画政策課】
・平成２７年１０月に締結した、奈良県との「まちづくりに関する包括協定書」に基づき、地区単位（飛鳥宮跡周辺地区・飛鳥駅周辺

地区）の基本協定ならびに個別の事業協定の締結を目指し、基本計画を策定する
２,０００千円

道路整備事業

【地域づくり課】

・道路改良工事（村道地ノ窪線）を継続して実施【H17～32】
工事延長 L=240m 用地買収面積 A=2,106㎡ ６６,１５０千円

・都市計画道路桧前線の事業化検討のため、現地測量及び予備設計業務を実施【H28～】 L=560m W=13m ５,０００千円

水道施設等耐震化事業
【地域づくり課ライフライン担当】

・平成２３年から施行してきた水道施設の耐震化のうち、耐震管路布設に伴う舗装復旧事業【H23～28】 A=7,850㎡ ４６,１００千円

公共下水道事業公営企業法適用事業

【地域づくり課ライフライン担当】
・公営企業会計への移行に備え、経営状況及び資産等を的確に把握し、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取り組むた
めに固定資産調査を実施 【H27～30】 １４,５００千円

第４次整備計画事業の推進 生活環境及び産業基盤の整備 ※ は新規事業



区 分 内 容

定住促進事業

【企画政策課】

・人口減少傾向の抑制と少子高齢化に対処するため人口誘導、定住の促進を実施
空き家・土地バンク制度の推進及び子育て世帯新築助成金の創設
市街化区域の開発促進に向けた定住モデル事業の推進【H24～】 A=1.44ha 開発事業費 99,500千円

１１９,５６０千円

古民家等再生基盤整備事業
【企画政策課】

・既存建物を改修し、商業施設として活用する際の助成を行い、地域経済の再生を図る
・村内の空き家の中から具体的に立地等を考慮して無償で借り受け、必要な改修工事を行い、シェアオフィス、商業施設等の誘致

により、地区の活性化へとつなげる

３７,０００千円

担い手育成支援事業

【地域づくり課】

・農業従事者の高齢化、担い手不足が進行する中、意欲のある農業新規就農者への支援、集落単位の営農活動、担い手の農業
経営基盤の強化を支援し、農業体制の充実を図る
青年就農給付金を活用した新規就農者支援【H24～】、経営体育成支援事業による農家の経営強化、薬用作物を活用した特産
品開発、集落営農組織の活性化、農業塾の開催により営農技術の習得を図り、村内新規就農へつなげる【H27～】

２３,３１０千円

新しい流れを興し、働く場の創出 住まい、働く場所、新規就農

区 分 内 容

新たな介護予防事業の推進

【健康づくり課】

・高齢者が住み慣れた地域で介護が必要になっても安心して暮らせるよう、地域包括ケアシステムの構築を図るため、村社会福

祉協議会による介護予防や生活支援サービスの充実・強化を図る
８,０００千円

子ども子育て支援事業の推進

【健康づくり課・教育課】

・安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進するため、妊娠前から子育て期にわたる包括的な子育て支援を提供する。子
育て家庭の交流事業の充実を図るとともに､新たにファミリーサポート事業の体制整備をめざす。さらに、不妊治療費助成・産後健
診助成・給食費負担軽減・幼稚園保育料等軽減事業を実施し、子育て世代の経済的な負担の軽減を図る。幼稚園の園庭開放や
近隣公園の 遊具エリアにトイレを整備し、子どもの遊び場の充実を図る。

２９，５６０千円

防災・安全社会資本整備事業

【地域づくり課】

・道路、橋りょう等の計画的な点検の実施及び維持修繕を実施することにより、道路等公共施設の長寿命化を図り、地域の道路網
の安全性と円滑な走行環境を確保する。

橋りょうの定期点検（３０橋）及び橋りょう補修設計（２橋）の実施
道路舗装修繕工事等（村道平田・阿部山線L=440m 村道豊浦・小山田線L=800m 村道入谷新道線L=1,000ｍ）

１２７,０００千円

幼小中学校経営事業
【教 育 課】

・小規模校のメリットを最大限に活用しつつ、幼小中が連携した一貫性のある教育課程、少人数学級編成や少人数授業によるきめ

細かな指導の充実など、特色のある教育を図ることで、学力の向上と豊かな人間性と社会を生き抜く力を持った子どもを育成する
３１,７７０千円

放課後児童健全育成事業
【教 育 課】

・保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校全学年の就学児童に対し、小学校の空き教室を利用して適切な遊びと生活の場
を提供し、放課後児童の健全育成を図る【H25～】

１１,４８０千円

国際教育理解事業
【教 育 課】

・英語教育強化地域拠点校として幼少期から外国語を通じ、言葉や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度の育成と外国語の基礎的な表現に慣れ親しみ、国際理解の基礎とグローバル人材の育成を図る
７,４７０千円



区 分 内 容

村民協働事業

【企画政策課】

・村民との直接対話の中で、新しい発想や魅力を創造する村づくりの推進を図るため、車座集会「明日香座」の開催【H24～】
・景観づくり協議会による景観形成活動による景観配慮意識向上への支援

・大字単位の景観、環境美化の維持・保全及び伝統行事の継承に対する支援

１９０千円
６５０千円

４１,７９０千円

社会連携事業

【企画政策課】

・大学との地域連携
関西大学 ボランティア活動、首都圏講演会の開催、飛鳥京跡復元解説本、CG作成、出前講座
天理大学 ボアンティア活動、スポーツ交流、生涯教育活動

東京大学 多言語化したバーチャル飛鳥京のデータのアプリ化を行い、広く利用できる仕組みづくりを行う など

９,１３０千円

芸術文化事業
【教 育 課】

・地域文化の紹介及び優れた芸術家の作品展示・演奏等を通じ、新たな芸術文化の魅力創出と情報発信を行うとともに、若
手作家による村民とのワークショップによる文化交流の活性化を図る。

９,５５０千円

村民との協働 地域住民、各種団体、企業、ＮＰＯ、学校等との連携・協働

区 分 内 容

世界遺産登録推進事業

【企画政策課】

・「飛鳥・藤原」の世界遺産登録に向けて、世界遺産登録推進協議会を中心として、登録のための条件整備と内外への情報発信、

機運醸成のための普及啓発を実施
３,２５０千円

姉妹都市交流事業

【企画政策課】
・姉妹都市扶余郡との、人材、教育、歴史・文化・芸術などの交流により、友好親善・相互理解を深め、両都市の発展を目指す ７３０千円

教育旅行推進事業

【企画政策課】

・地域の特性を活かした新たな着地型観光事業（国内外の教育旅行）を本格的に展開し、来訪者との体験交流を通して、地域内
の経済循環の向上を図り、インバウンド受入推進のために各機関と連携をとり、更なる事業推進の強化を図る【H23～】

６,０００千円

景観計画等推進事業

【企画政策課】

・個性ある大字景観計画の保全継承と、誇るべき明日香村の景観を将来世代へ継承することを目的に、村の景観計画に基づく大
字景観計画（H28 御園大字）を策定する

２,５７０千円

観光交流活性化事業

【企画政策課】

・光の回廊、彼岸花祭り等を実施することにより、明日香の価値（歴史・芸能・文化・農・食・美しい風土）を国内外に広く伝え、来訪

客増加と交流促進を図るとともに、地域振興及び地域経済の活性化を図る
１２,０００千円

飛鳥宮跡保存活用事業
【文化財課】

・飛鳥の中核遺跡である飛鳥宮跡の保存・活用に向け、県と連携し、史跡の追加指定を行うとともに新たな公有化を促進する ２８０千円

牽牛子塚古墳等整備事業
【文化財課】

・牽牛子塚古墳と越塚御門古墳の保存・活用に向け、史跡の公有化を図るとともに、整備に係る実施設計を作成する ２３,７７０千円

日本遺産魅力発信事業
【文化財課】

・日本遺産「日本国創成のとき～飛鳥を翔た女性たち～」の情報を国内外に発信し、観光振興による地域の活性化を図る ７８０千円

飛鳥の魅力を磨き、来訪者増加の推進 文化財、情報発信、来訪者への案内機能の向上
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